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約束の日、先生を訪ねた 2人は、大学のR1実験室に連れて行かれまし

た。放射性の化合物はここでしか扱えないことに、法律で決まっているのだ

そうです。先生のオートラジオグラフィーの標本はカバーグラスで封じであ

るので3線が標本の外に出ることはないのですが、安全のためR1実験室に

置いであるのだそうです。

r:lHからの3線はカバーグラスやスライドグラスを透過できないから、

この標本は触っても大丈夫なのよ。だけど、落として割ったりして:lHを含ん

だ切片のかけらが飛び散ったりすると大変よ。だから、充分注意して扱わな

くてはならないのよ。」

先生は、そう言いながら、標本を注意深く顕微鏡のステージにセットし

て、 2人に見せてくれたのでした。

[注]

シート 3は、本課題終了時に配布する。

これにより、放射性物質の扱いが厳重な管理の元に行われていること、カバーグラスや

スライドグラスで覆われていた状態では安全でも一度ガラスが割れて中身が出てくると周囲

の環境への散逸などにより体外被曝のみならず体内被曝の危険性まで生じるなど、放射性物

質の危険性を学生に再確認してもらいたいと考える。余裕があれば、そのような危険なもの

がなぜ利用されているのか、放射線や放射性物質の利点や危険に配慮した利用の方法などに、

思い至ってもらえるかもしれない。


